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研究開発

グローバル化がいっそう進展し,技術立国として,強い日本の創生が求められている｡日立グループ

は,研究開発を通して培ってきた億掛ここたえる｢モノづくり+のための基盤技術をペースとし,先端

技術によって開発した高度なグローバル製品と,新時代のライフラインを支えるソリューションに

より,わが国の産業･社会の発展に貢献することを目指している｡

指をかざすだけで本人認証する

開放型の指静脈認証技術を世界で初めて開発

指をかざすだけで本人を認証する開放型の指静脈認証技

術を開発した｡静脈パターンの観察法に独自のくふうを加え,

指の腹側をかざせば,瞬時に本人の認証を行う開放型構造

の装置を世界で初めて実現した｡

今回開発した開放型指静脈認証技術の特徴は,指の両側

面から近赤外光を当て,指の内部で散乱した光のうち指の腹

側に透過してきた光だけを集光し,皮下の静脈パターン痢像

近赤外光源

静脈

カメラ
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側面入射型透過光による新光学方式

開放型指静脈認証技術の概要

告嘲

を撮影する新光学方式にある｡これにより,認証する指の上方

が開放された指静脈認証が実現できた｡

この開放型技術によって本人確認を必要とする機器の操作

が一段と容易になるため,金融業やサービス業などでの顧客

向け用途への適用が可能になった｡

(発売時期:2004年7月)
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情報セキュリティヘの応用

心臓疾患のマッピング検査を実現する可搬型心磁計の開発

経済産業省と独立行政法人新エネルギー･産業技術総合

開発機構(NEDO)の産学連携実用化開発助成事業の■■Fで,

心臓疾患のマッピング検査での計測が短時間で行える小型

心磁計を開発した｡

心磁計は,心臓からの磁気信号を体の外から計測すること

により,心臓活動の異常を早期に検知する装置である｡今回

開発した心磁計では,磁気センサに高温超電導体を用いるこ

とにより,運用コストを低く抑え,また,磁気シールドを含めた

大きさが縦1.6×幅1.0×良さ3.5(m)と小型のため,中規模病

院や移動集団検診でのスク

リーニング検査システムとし

て,今後の普及が期待され

る｡計測する範囲はすでに

販売中の低温超電導心磁

134【

■

可搬型心磁計による検査の様子

ATMへの応用

計と同じであり,スリーニング検査結果を精密検査に直接反映

することができる｡

(発表時期:2004年6月)
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研究開発

ギガピットルータ･スイッチ向けQoS保証機能の開発

従来,専用線で行われてきた基幹業務データや音声データ

の通信に,コストパフォーマンスが高いIP(InternetProtocol)

ネットワークが利用され始めている｡そのため,通信帯域や遅延

時間などのQoS(Quality ofService)を保証するネットワーク

へのニーズが高まっている｡

このニーズにこたえるため,IPネットワークの基幹装置となる

ギガビットルータ･スイッデ`GR/GS4000”のQoS保証機能を開

発した｡この機能は,ネットワークサイト間の通信帯域を確保し

つつ,基幹業務や音声データ専用の通信帯域も確保して元

データの損失,遅延を防止する｡ギガゼットイーサネットなどの高速

回線にも対応し,高速なQoS保証型IPネットワークを実現する｡

今後は,この機能の運用･管理を容易とし,運用コストを削減

する技術の開発が重要となる｡

(出荷開始時期:2003年7月)

携帯電話用アプリケー
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注:MJ碑(基幸手業務データ)

Ⅷ妙(その他のデータ)

本社一支社3間で

10Mビット/Sの保証

基幹業務データ用に

5Mビント/sの確保
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ションプロセッサの高速低消費電力技術

I
第3世代携帯電話に搭載されるLSIの中で,テレビ電話や

ゲームなどの多種多様なアプリケーションの実行を担うアプリ

ケーションプロセッサには,高速処理と低消費電力の両立が求

められている｡このために特に重要な以下の二つの高速低消

費電力技術を開発した｡この技術は,株式会社ルネサステク

ノロジのアプリケーションプロセッサ"SH-Mobile3”に搭載されて

いる｡
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電源スイッチ制御回路1,2

携帯電話用アプリケーションプロセッザ`sH-Mobile3”の概略構成(左)と

オンチップの電源スイッチ技術による待機時消費電力の低減効果(右)

(1)オンチップ電源スイッチ技術

携帯電話で90%以上をrLiめる待機時でのLSIの消費電力

を1けた以上削減したほか,この待機状態から3msで元の動

作状態へ高速復帰を実現

(2)Java･ハードウェアアクセラレータ技術

ダウンロードしたゲームなどのJavaプログラム実行を消費電力

6%減で10倍高速化

(開発技術を搭載したプロセッサの発売時期:2004年7月)
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イネの生育を分単位で観察する自動モニタリングシステム

生育イメージング装置

生育データ

計測データ

｡m生育解析データ
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生育イメージング装置(上)と代表的な取得データ(下)

本格的な農業の法人化社会の到来を前に,農作物の生育

情報を農業経営に役立てる技術の開発が求められている｡

その実現に向けて,イネなどの農作物が発芽してから開花

するまでの全生育過程を桝像として自動記録するシステムを

開発した｡

この技術では,まず植物の生育画像データを2,3か月間に

わたって分単位で取得する｡その数千枚の画像データから

さまざまな計測データを取得し,グラフ化することで,これまで

目視では見逃されてきたゆっくりとした変化を生育解析データ

として読み取ることができる｡菓や根の新出タイミングやその伸

長速度などについてのデータの取得が可能であり,栽培環境

や遺伝的背景の違いによる生育への影響を定量的かつ継続

的に評価することができる｡この研究の一部は,農林水産省

プロジェクト｢イネゲノムシミュレータの開発+の委託を受けて行っ

たものである｡

(発売時期:2004年10月)

世界最小サイズの40Gピット/S光送信器の開発

ブロードバンドアクセスの普及に伴い,インターネットを支える

都■市系ネットワークに用いる光通信装置の小型化･高速化が求

められている｡このため,次世代光通信装置用に,集積化

チップをI村いた超小型の40Gビット/s光送信器を開発した｡

〔主な特徴〕

(1)駆動回路IC上にレーザ集積化光変調器をハイブリッド

搭載し,世界最小サイズを実現した｡

(2)新開発の低インピーダンス駆動方式で光変調器の駆動電

圧を当社従来器比で÷の0.7Vに低減し,低消費電力化を
図った｡

なお,この研究は,独立行政法人情報通信研究機構の委

託研究｢フォトニックネットワークに関する光アクセス網高速広帯

域通信技術の研究開発+で実施したものである｡

(発表時期:2003年9月)
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圧l

小型･低電圧動作の40Gビットノs光送信器の概略構成



研究開発

彗4GピットAqr冬ND型フラッシュメモリ用メモリセル技術
l

大容量デジタルコンテンツデータの格納用に,

4GビットAG-AND型フラッシュメモリのメモリセル

基本技術を開発し,株式会社ルネサステクノロジ

が製品化した｡

〔主な特徴〕

(1)メモリセルのソース･ドレインを,従来の拡散

層に代えて,横方向の広がりのない反転層によっ

て形成した｡これにより,物理セル面積を理想値

の4F2(F=最小加工寸法)に縮小し,多値記憶

と90nmプロセスとの組み合わせによって世界最

小のビット当たりセル面積を実現した｡

(2)1ギガビット品から採用しているホットエレクト

ロン注入書込みにより,多倍では世界最速の

注:略語説明 AG(AssistGate),FG(F10atingGate)

メモリセル断面と書込み方式の仕組み

10Mバイト/sの高速書込みを実現した｡

この技術によって動画などの大容量データを短時間でダウン

ロードして持ち運ぶことを可能とし,フラッシュメモリの用途が

□

AG FG

∈) [
反転層

高電界で

ホットエレクトロン発生

携帯端末やデジタル家電へと拡大することが期待できる｡

(サンプル出荷時期:2004年9月)

次世代デジタル家電用システムLS【用

世界最高性能のプロセッサコアの開発

サンプルチップ

プロセッサコア

注:概略説明 GPS(G10ba=⊃ositionin9System)

RAM(RandomAccessMemory),CPU(Centra】ProcessingUnit)

プロセッサコアの概略構成(下)とそれを実装した最初のサンプルチップ(上)
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近年,携帯電話やデジタルカメラ,カーナビゲーションシステ

ムなどのデジタル家電が急成長している｡このようなデジタル家

電の基幹部品であるシステムLSI用の戦略的プロセッサコアと

して,さまざまなアプリケーションの幅広い要求にこたえることが

できる``superH''アーキテクチャのプロセッサコアを130nm

CMOS(Complementary Metal-0Ⅹide Semiconductor)

プロセスで開発した｡効率的な性能向上を重視し,2命令同

時発行のスーパースカラ方式と7段パイプライン構成を基本に,

分岐予測,早期分岐,遅延実行,およびベクトル命令の強化

を図った｡この結果,400MHzの高速動作で,720MIPS

(MegaInstructions per Second)のドライストーン性能を

250mWという低電力で実現した｡さらに,組込み用としては

世界最高の2.8GFLOPS(Giga Floating-Operations per

Second)の浮動小数点ピーク性能と,36Mポリゴン/sの基本

グラフィクス性能を達成した｡

(サンプルJ-1_l荷時期:2004年6月)



世界最小待機時電流25いA/Mピットの

オンチップSRAMの開発

携帯電話に用いられるシステムLSIに搭載するメモリとして,

世界最小の待機時電流25LIA/Mビットの性能を持つSRAM

(StaticRandomAccessMemory)回路の開発に成功した｡

携帯電話では電池寿命を延ばすことが重要であり,搭載さ

れるLSIの消費電力の低減は必須となっている｡携帯電話で

は待ち受け状態にある時間が長いため,LSIが待機状態とな

る時間が長く,大容量が搭載されるSRAMの待機状態での

消費電力の低減が重要な課題となっていた｡

開発技術を搭載した試作回路のチップ

r

13魯

この技術では,待機状態において,データ記憶領域では電

源の電位を制御し,その他の周辺領域では電源を遮断して消

費電流を低減し,待機時の電流を95%低減した｡この技術は,

2004年5月に発表された携帯電話用LSIに搭載されている｡

(発表時期:2004年2月)

電流(トA)

100 200 300 400 500

460

従来回路

開発技術

搭載回路

メモリセル ワードドライバ 増幅器

-95%

25

待機時の回路電流低減効果比較

360度どこからでも見られる立体映像デイネプレイ技術の開発

360度どこからでも回り込んで映像が見られる新型立体映像

ディスプレイ技術を開発し,円筒形の立体映像ディスプレイ装置

"Transpost”を試作した｡

この技術により,特殊な眼鏡の着用や

ホログラム映像のように特殊な処理をする

ことなく,あたかも空中に浮かんでいるよ

うな立体映像を表示することができる｡ま

た,専用の撮影システムを併用することに

より,実写の立体映像をリアルタイムで見

ることも可能である｡ネットワークを介して

実写映像を送れば,例えば,日本で作成

したモックアップ(試作品)の立体像を海

外でも同時に見ることができる｡商品設計

についての議論や顧客へのプレゼンテー

ションなど,エビキタス情報時代の立体映

像表現,情報配信のディスプレイとして,ビジネスやエンタテイン

メント分野で幅広い利用が期待できる｡

(発表時期:2004年2月24日)

立体映像ディスプレイ装置"Transpost”による映像表示例



研究開発

ナノ材料の自己組織化を利用した有機トランジスタ製法の開発

経済産業省と独立行政法人新エネルギー･産業技術総合

開発機構(NEDO)の支援により,独立行政法入鹿業技術

総合研究所および財団法人光産業技術振興協会と共同で,

エビキタス情報社会のキーデバイスの一つであるシートディス

プレイの大量生産に適した有機トランジスタ製法を開発した｡

この製法は,従来製法のフォトリソグラフイーを用いず,超微

粒子や右横物質から成るナノ材料が白然に集まって構造形成

する自己組織化現象を利用して,最小､J‾は5けm以下の素子

構造を印刷で形成する手法である｡ガラス基板やプラスチック

の上に微細なイ1一機トランジスタを効率よくf一座できることから,

ディスプレイとスイッチ回路素子を一体化したシートディスプレイ

に適した量産技術の道を開く技術として期待される｡2009年

までにシートディスプレイの製品化を目指す｡

(発表時期:2003年9月)

半導体膜

/一-----一一人････････一･･･････-＼

低品質 高品質

会席ナノ粒子

噂

鰭純分子

5卜m以下可能

半導体分子

ソース ドレーン

ゲート(フォトマスク)

ナノ材料の自己組織化現象を利用した有機トランジスタの構成(上)と,

試作した有機トランジスタの平面写真(下)

酸化チタン材料を用いた太陽電池の実用化に向けた

l大型基板の試作

京都大学との包括的産学融合アライアンスを括川した成果

として,京都大学の足立基斉教授が開発したナノ酸化チタン

材料を用いた,次世代太陽電池の大型基板試作に成功した｡

このアライアンスは,京都大学,∩本電信電話株式会社,

試作した太陽電池の外観

Ll急9

絶縁膜

基板

パイオニア株式会社,二菱化学株式会社,ローム株式会社

および日立製作所が,｢有機エレクトロニクスデバイスの開発+

で包括的に締結したもので,2002年8月に発足した｡

開発した太陽竜池は,従来のシリコンを使うタイプと異なり,

酸化チタンと有棟色素を用いる｡酸化チタ

ンは紫外線にしか反応しないものの,表

‾血に可祝光を吸収する有機色素を吸着さ

せることで,太陽光での発電が可能となる｡

高効率化のポイントは酸化チタンのナノ構

造制御である｡足立教授は,ナノメートル

オーダーで構造が制御された酸化チタン

の介成に成功し,これを用いて口立製作

所がデバイス化した｡

(発表時期:2004年3月)



指運動機能の高感度測定技術
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試作した磁気センサ型指機能測定装置(上)と∴則定結果例(下)
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指を閉じたり開いたりするだけで運動機能障害の度合いを

判定できる,磁気センサを用いた小型の指機能測定装置を

開発した｡

パーキンソン病では,手足の震えや筋肉の硬直などの症状

が現れる｡これまでは医師が経験に基づいて手足の動きを

判定していたため,リハビリテーションや薬の効果を客観的に

測定することは困難であった｡

これを解決するために,発信コイルと受信コイルを親指と人

さし指に装着して指の動きを詳しく測定する装置を試作した｡

人阪大学の佐古田二郎教授と共同で,パーキンソン病患者を

対象に実験したところ,症状が重い患者ほど指を開ける幅が

狭まり,速度や力が弱まることが確認できた｡開発した装置

により,熟練した医師とほぼ同等の判断が可能であるという

結果が得られた｡

この装置は,磁気を使う方式のため,安全性が高く,安価

に製作できるほか,操作も手軽で簡単である｡

(発表時期:2004年6月)

ナノメートルオーダー薄膜の界面接合シミュレーション技術

半導体やストレージで適用されているナノメートルオーダー

の極薄膜構造において,異種材料の接合界面の状態を精度

よく予測する技術を開発した｡

この技術では,接合界面での原子の電荷の状態変化を原子

間に働く力の変化と見なし,そのシミュレーションを行うことによ

り,これまで必要とされていた計算時問を大幅に短縮すること

ができる｡また,数千万原子規模の多くの原子を扱うことが可

能となるため,従来のシミュレーションでは困難であった,異種

材料の積層で生ずる界面化合物やはがれなどの諸問題を,

実験をしないで予測することができる｡

今後,次世代先端デバイスの開発期間短縮や高機能デバ

イスの開発を加速する技術として期待できる｡

(発表時期:2004年8月)

ハフニウム原

酸素原子
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子=
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ヽ. l
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読
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†酸化ハフニウム

界面化合物が

多い｡

シリコン原子

)シリコン(001)基板

(a)シリコン(001)基板を使用した場合

ハフニウム原子

酸素原子

1nm

ト+
■▲ ヽ､ ､■Jヽ 九 ■

.JJ
JJ舶

ノ

プ
】

j∫_且 ユJi丘.j )酸化ハフニウム

シリコン原子

界面化合物が

少ない｡

シリコン(111)基板

(b)シリコン(111)基板を使用した場合

酸化ハフニウムとシリコン基板の界面での化合物形成量のシミュレーション例



研究開発

ハイブリッド振動試験技術

1995年に発生した兵庫娯南部地震では,高層ビルや高架

橋などに想定外の破壊現象が生じ,構造物の破壊領域での

挙動を十分な精度で予測できない場合がある

ことが指摘された｡このような課題に対し,構

造物を部分構造物と数値モデルとに二分し,

部分構造物の試験と数値モデルの解析とを,

両者の境界面でデータを受け渡ししながら連

携するハイブリッド試験が利用されている｡

今回,財団法人電力中央研究所と共同で,

モーメントも負荷できる加振機構を用いた振動

試験と,複雑な構造やさまざまな材料特性を扱

える非線形FEM解析を実行する計算機とを

ネットワークで接続し,数倍解析を1ステップ実

行するごとに両者間でデータを一受け渡しながら

連携する技術を開発した｡これにより,比較的

小規模な実験で実機の挙動予測を可能とした｡

(発表時期:2004年3月)

評価対象構造物

角等析データ

(変位,荷重,応力など)

境界面

FEM解析

[
]
[
]
[
]

□
[
]
□

[][]

統合可視化

(解析ステップごと)

..⊥彗盗i.▲解析ステップごとに通信

▼忘丁‾

M文＋Cズ＋Jα=′＋q

} 十
数値モデル 地震力

注:略語説明 FEM(FiniteElementMethod;有限要素法)

準動的ハイブリッド耐震試験の概要

紙幣の挙動解析技術と製品設計への適用

l

ATM(現金自動預け払い装置)の紙幣搬送時に発生する

障害(ジャム)を数値シミュレーションによって予測するシステムを

開発した｡これにより,紙幣搬送路設計のスピードアップを可能

とし,エンハンス型ATM紙幣還流機構設計へこのシステムの

適用を開始した｡

〔主な特徴〕

(1)過去の事例から搬送障害の原因となる紙幣状態を分析

搬送路のCADデータ(左)と,障害(ジャム)シミュレーション結果(右)

砂
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計測データ

(変位,荷重,ひずみなど)

｢ 載荷試験

し,折れ紙幣やしわ紙幣などの紙幣パターンをモデル化した｡

このモデル化により,実用レベルの精度で搬送障害をシミュレー

ションで事前評価することを可能とした｡

(2)三次元CAD(Computer-Aided Design)で作成した搬

送ガイドの形状データから,知時間で精度よく計算できる解析

メッシュを自動生成するCAD一貫システムを構築し,挙動解

析時間の短縮と使い勝手向上を実現した｡

ジャム発生個所



携帯機器用メタノール燃料電池の試作

l
現在,次世代携帯機器用電源(数ワットから数十ワット)

として,DMFC(Direct MethanoIFuelCell:メタノール燃料

電池)の開発を進めている｡

DMFCは,メタノール･水･酸素から電気を生み出し,リチウム

ニ次電池に代わりうる高エネルギーの燃料電池である｡燃料

カートリッジ(株式会社東海との共同開発)の補給により,充電

が不要で,連続使用が可能となる｡排出物は水と炭酸ガスだけで

あり,環境負荷が少ないことも特徴としてあげられる｡エビキクス

情報社会を支える新しいエネルギー源として期待されている｡

なお,この開発の一部は､独立行政法人新エネルギー･産業

技術総合開発機構(NEDO)からの助成事業によって実施し

交通状況予測技術の開発

l

渋i帯予測

凰
新

一宿
∩VO(U

≠冴予

ほ叫陛ば代
々
木
P
A

22
ノ/

3nV

7(U

測04

+攣

翳
琶至当匹些些当㌢l芭ま芝乏王乙

上下でポイントを選

■l既 園

昏mr‾‾‾‾1噸帥分
J飼金 1湖円

?田 田圃
郡聖賢‾Ⅵ-几-‾ 槻l瞼

金 17

■ユ田 例

胃萱習慧宅宅胃声琴 椰分

交通状況予測技術の適用画面例

(a)携帯電話情報サービス

予測情報

考慮時の経路

従来の経路

(b)カーナビゲーションシステム

新コンセプトによるリニア駆動装置

｢トンネルアクチュエータ+
新コンセプトによるリニア駆動装置として,｢トンネルアクチュ

エータ+を開発した｡

この装置の主な特徴は,(1)リニアモータで問題とされている

固定子と可動子問の磁気吸引力を相殺し,(2卜一つの巻線で

多極化が容易で,(3)可動子が軽量でシンプルという点である｡

これらの特徴を生かして,40G(重力加速度の40倍)の世

界最高加速度を実現した｡

今後は,半導体製造装置,工作機械,FA(Factory

Automation)機器などのさまざまな応用製品への普及･拡大を

図っていく｡

(発表時期:2004年4月)
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たものである｡

(製品化予定時期:2005年)

メタノールカートリッジ

宅＼転執

ビューパネル

メタノール燃料電池琶匡動マルチビューアの試作機

操作ボタン

過去の膨大な交通情報を分析し,道路の接続状況や交通

状況変動の特徴を考慮することにより,未来の渋滞状況を高

精度に予測する交通状況予測技術を開発した｡

この技術は,株式会社エディアの携帯電話情報サービスと

株式会社ザナヴイ･インフォマテイクスのカーナビゲーションシス

テムに採用され,予測情報表示や経路探索に適用されている｡

今後は,プローブカーの計測情報を併用した予測技術を

開発し,交通情報サービスのいっそうの利便性向__Lを追求

していく｡

(発表時期:2004年10月)

J〆げ

塘､

40Gの世界最高加速度を実現したトンネルアクチュエータの試作機



研究開発

電磁界解析による電子機器のラジオノイズ評価技術

電子化が進む自動申では,搭載される電子機音詩からの不

要電磁放射によってラジオに雑音が入る｢ラジオノイズ+が問題

となっている｡これを解決するため,シミュレーションによる車載

竜子機器のラジオノイズ評価技術を開発した｡

この技術では,マイコンで発生しラジオノイズの主因となる高周

波電流を高精度に予測することができる｡また,実際の製品基

板同様の複雑な形状のプリント回路基板も一括して解析できる｡

今後は,設計ツール環境の整備を進め,社内や株式会社

ルネサステクノロジなどの製品設計支援ツールとして適用して

いく｡

超小型コントローラ"UbiCompo”

LAN

l

輿

CompactFlash シリアル デジタル入出力 画像入力

各種モジュール群

血

瀾

ー･声※二･_

::ご薯

ケース収納

選択と組立

注:略語説明 LAN(LocalAreaNetwork)

超′j＼型コントローラ"UbiCompo”のモジュール群(上)と構成(下)

:l;!
卦

声70
dB

ド〟m

20

車載電子機器

應

電源･グラウンド配線のノイズ電流分布

解析結果(80MHz)

車載電子機器(左)と,高周波電流分布解析結果(右)

無線LANやウェブなどの情報系ネットワークを活用して遠隔監

視制御ができる超小型コントローラ"UbiCompo(ユピコンポ)''

を開発し,H立那珂エレクトロニクス株式会社で製品化した｡

UbiCompoは,必要な機能モジュールだけを選択して組み

合わせることができる,手のひらサイズのコントローラである｡

設置場所や監視制御対象に応じて,通信･入出力などのモ

ジュールを選択,交換することができ,産業システムの遠隔監視,

分散制御を容易に実現することができる｡

(発表時期:2004年10月)

ワンマイコンによるコンバータ･インバータ制御技術

書

単相電源と永久磁石モータの間に挿人するだけで,高効率

な可変速駆動システムが実現できるパワーモジュールを開発し

た｡独自開発の制御手法により,(1)電源電流とモータ駆動電

流の止弦液化,(2)電源位相センサレス化,および(3)モータ駆

動の位置･電流センサレス化を一つのマイコンで実現している｡

このモジュールの採用により,吋変速駆動システムが布易

に実現でき,システムの開発コストの低減と,スピードアップが

図れる｡

(発表時期:2004年9月)
制御技術を適用したパワーモジュール
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次世代電力変換装置

l ｢マトリックスコンバータ+の制御技術

次世代の電力変換装置として,マトリックスコンバータシステ

ムの制御技術を開発した｡マトリックスコンバータは,商用電源

を任意の交流周波数に直接変換する電力変換器である｡この

ため,従来の順変換器とインバータでは不可欠であった電解コ

ンデンサを削除でき,装置の小型化や長寿命化が可能になる｡

また,電力回生が可能であり,省エネルギー化に寄与できる

ほか,入力電流高調波が少なく,高力率運転も可能である｡

開発したシステムは,エレベーター,クレーン,風力発電装置な

どへの適用が可能である｡

(発表時期:2004年4月)
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次世代マイクロプロセッサ用電源向けSiP
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(b〉

パソコンやサーバなどのマイクロプロセッサ用電源向けに,

世界で初めてインテル社提唱のパッケージ規格に準拠したSiP

を開発した｡

ドライバICとハイサイトローサイド用の二つのパワー

MOSFETを1パッケージに集積化し,業界最高の最大効率

87%を実現した｡また,従来のディスクリート(個別)部品で構

成した場合に比較して,実装面積を半分以下にした｡

(サンプル出荷時期:2004年4月)

低圧配電系統の解析支援システムの開発

東北電力株式会社および東北電機製造株式会社と共同

で,低圧配電系統の電圧と電流を把握する解析支援システム

を開発した｡

〔主な特徴〕

(1)負荷の目変化解析(24時間)により,太陽光発電などの

分散型電源を連系したときの電圧変動,発電量の把握が可能

(2)需要家の契約種別,業種などの負荷パターン,系統の不

平衡率を利用した実態に即した解析が可能

現在,顧客の営業所で試験中であり,評価終了後,本格導

入する予定である｡

柱上変圧器 電柱 低圧線

太陽光発電と電圧変動の関係が計算でわかる｡

太陽光発電出力

発
電
量

電圧

発電

隈の

12 24

電
圧

電圧変動

管理上限

太陽

よっ 電圧が

12

時刻 時刻

l∃

升

24

開発した低圧配電系統の解析システムの仕組み



研究開発

小型マイコンで無線ウェブサーバを実現する

l軽量通信処理技術の開発

携帯端末や設備機器など身の川りの機器自体が情報処理

能力を備える,エビキタス情報社会の到来が期待されている｡

これらの機器を相互に接続するためには,従来機器側の通信

ソフトウェアの規模が大きくなることから,小卦低価格のマイコ

ンでの相互接続は困難であった｡

今凶開発した軽量通信ソフトウェアの実装技術は,広く利用

されている小型･低価格マイコン(ROM32kバイト,RAM2k

バイト)を用いて,パソコンなどで標準的に利用されている

TCP/IP(Transmission ControIProtocol/Internet

Protocol)やウェブサーバ機能を実現するものである｡この実

装技術を用いたハードウェアモジュールを試作し,機能を実装

した｡

今後,小型･低価格という利点を生かし,エビキクス情報シ

ステムのキー技術として,設備機器やセンサネットなど幅広い

分野への適用が期待できる｡

(発表時期:2004年4月)

公開かぎ暗号を搭載した

l

eファクトリー

産業

センサネットなど

国注:(軽量無線ウェブサーバ)

e一ホーム
ビル

インテリジェントビル

設備管理など

ホーム

ホーム

ネットワーク

多設備機器管理

鞠
靡

良
セキュア情報共有

節 儀

匡夏至車重亘亘コ

濁謂
(a)

甘#

確

(b)

応用システム例(a)と.軽量無線ウェブサーバの試作品(b)

モバイル機器の高速･高セキュリティ実装技術

暗号装置

入力データ

電力消費量を

観測して秘密かぎが

わかった｡

攻撃者

推測

暗号処理

秘密力ぜ

ユビキタス情報社会を支えるモバイル機器では,通信相手

の兵止性を確認するために,公開かぎ暗号を利用した認証処

[二重亘;亘コ 理が行われる0しかし,実行時間や電力消費量,粘れ電磁波

などの物理情報を利用して,モバイル機器内部に格納されて

いる秘密情報を調べる攻撃方法(サイドチャネル攻撃)が脅威

十儀訂･･[垂蚕豆電力消費量

(a)サイドチャネル攻撃

電力消費量の波形

秘密情報=1

秘密情報=0

演算が異なる｡

(b)従来法による対策

電力消費量の波形

秘密情我=1

秘密情報=0

演算が等しい｡

(c)開発技術による対策

モバイル機器への脅威となるサイドチャネル攻撃の仕組み(a)と,対策比較(b),(c)

となる｡

この脅威への対策として,実装の安全性に配慮した公開か

ぎ暗号の実装技術を開発した｡開発技術の特徴は,暗号処

理を行う際に,実装の安全性を確保するとともに,高速処掛

省メモリで実行が吋能なことと,アプリケーションの状態に応じ

て処理速度や使用メモリ量などを常に最適な状態にカスタマイ

ズできる点である｡

通常の公開かぎ暗号だけでなく,メールアドレスを直接晒す

かぎとして用いることができるID(Identification)ベース暗号

への適用も可能である｡

(発表時期:2004年8月)
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プラスチック部品の開発期間を短縮する≡次元流動解析技術

電子部品の封1=こ用いられる熱硬化性樹脂と冷蔵庫や

自動車の内装品などに用いられる発泡ポリウレタンを対象に,

成形工程での樹脂の流動挙動を三次元で高精度に予測する

技術を世界に先駆けて開発した｡反ん占の進行によって物性値

が複雑に変化する現象を実験に基づいて数式化し,これを

汎用熱流体ソフトウェア"FLOW-3D*''と組み合わせるシステム

を構築した｡これにより,複雑構造体の巾で発生する欠陥を

事前に特定するとともに,試作に頼らずに最適構造やプロセス

う主入口

計算値(粘度分布表示) ショートショット写真

キャビティ内充てん挙動の比較

(a)電子モジュールでの解析例

樹脂成形工程での流動挙動解析例

の迅速な選定を可能とし,各種社内製品の早期開発に寄与

している｡また,この発展形として,熱硬化性樹脂については,

同化後の残留ひずみと応力までを一貫して解析するシステム

"NEPTAS”を実用化している｡

なお,この技術は,口立製作所のi-engineeringホームペー

ジ経由で,朴外に対する受託解析と,ソフトウェア販売を行っ

ている｡

*は｢他社螢録商標など+(153ページ)を参照

l

注入口

l

圧力分布表示

-ト ◆

ガス抜き

(b)冷蔵庫筐(きょう)体での解析例

環境規制適合製品開発支援技術

一製品含有化学物質管理支援システムと鉛フリーはんだ材料･接続技術-
鉛など6種の化学物質の製品への含有を制限する欧州指

令への対比こは,製造業の大きな課題となっている｡

このため,製品の構成部品や材料に規制物質が規定値以

上入っていないかどうかを管判ける｢製占㌔一合有化学物質管理

支援システム+と,はんだに使用されていた鉛をなくす｢鉛フリー

はんだ材料･接続技術+の開発を進めている｡

〔製品含有化学物質管理支援システムの特徴〕

(1)購入部品の化学物質情報と国や地域によって異なる規制

情報を,製品の部占占構成を記述した部品表に基づいて突き

合わせ,計算するリアルタイム免計･規制対応評価

(2)不適合の場合,再選走すべき部品およびその改善案を

フィードバックする設計改良支援

〔鉛フリーはんだ材料･接続技術の特徴〕

(1)広いはんだ付け温度に対比こした鉛フリーはんだ材料･接

続技術

(2)種々の製品形態に対応した高信頼性接続設計技術

これらを日立グループ内で幅広く展開するとともに,｢製品

含有化学物質管理支援ソリューション+および｢鉛フリーはんだ

接続技術+として社外に販売している｡

(発売時期:2004年4月)
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評価計算部

(含有化学物質量,規制ごとの評価結果)
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軒]
設計･品質保壌リアルタイム集計規制対応評価

部品表部品選定¶姦〆､小一--ニニニ

(a)製品含有化学物質管理支援システム

産業用

機器

家電品

/りコンなと

その佃

注:二 :(従来のはんだ)

ノ√-･-･･Sr卜37Pb

Sn-1Ag-57Bi

Sn-3A9-

0.5Cu

140 160 180 200 220 240 260

はんだ付け温度(℃)

(b)鉛フリーはんだ材料･接続技術

製品含有化学物質管理支援システム(a)と,給フリーはんだ材料･接続技術(b)の概要




